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，
■
卓
巾
押
キ
野
々
本寸
戒
輸
備
の
柴
回
若
か
ら
、
何
か
Ь
能
に
開
せ
る
研
究
の
一
端
を
、
と
い
去
註
文
で
、
二
市
（
ひ
は
し
た
も
の
ヽ
、
部
分
的
に
で
も
、　
一
段
落
材
暑
け
て
置
い
た
も
の
は
、
え
れ
ま
で
既
に
絞
麦
し
て
あ
る
し
、
今
の
所
、
握
ま
つ
て
居
る
何
物
も
持
合
は
せ
が
な
い
故
、
兄
出
し
の
様
な
標
極
の
下
に
、
未
完
成
の
考
誇
断
片
を
二
三
逃
べ
さ
せ
て
鼓
く
事
と
す
る
。
（
こ
喜
多
流
配
と
金
剛
流
と
の
開
係
能
架
ン
テ
方
五
沈
の
う
ち
最
も
新
し
い
喜
多
流
は
、
金
春
流
か
ら
出
た
と
も
云
は
れ
て
居
る
し
、
又
金
剛
流
か
ら
北
も
云
は
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
に
就
い
て
、
私
は
、
管
て
「
卒
多
源
流
考
」
を
獲
表
し
″、
左
の
如
く
、
結
論
し
て
置
革
多
抗
の
塾
系
は
、
明
ら
か
た
今
本
抗
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
金
木
の
本
抗
で
な
く
、
ジ
レ
大
夫
で
あ
つ
た
本
日
及
び
督
王
の
藝
続
を
得
へ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
二
、
喜
多
流
耐
北
七
太
夫
長
龍
が
、
鼻
金
剛
に
就
い
て
、
能
を
習
得
し
た
、
と
い
去
俗
停
は
、
年
代
に
於
い
て
、
倉
と
，
が
あ
る
か
ら
、
採
用
し
難
い
。
又
妻
系
に
於
い
て
、
金
剛
流
か
ら
出
た
、
と
い
去
確
護
も
な
い
。
然
し
令
剛
眸
吉
が
残
し
た
時
、
嗣
子
頼
勝
が
幼
少
で
あ
つ
た
の
で
、
そ
れ
を
看
抱
し
た
事
資
が
あ
う
、
又
配
首
米
を
今
剛
Ｌ
一
帳
で
受
け
て
居
る
と
い
Ａ
事
賃
が
あ
る
か
ら
、
金
剛
と
喜
多
と
の
間
に
、
密
接
な
開
係
の
あ
つ
た
事
は
、
認
め
ら
れ
る
。
所
が
ヽ
最
近
狂
言
方
大
戒
ｈ
十
二
代
同
輔
右
衛
門
淀
明
の
書
い
た
一‘竜
子
草
」
を
入
手
し
て
、
喜
多
と
金
剛
と
の
開
係
を
や
ヽ
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
た
。
歳
明
は
、
北
七
大
夫
分
離
に
影
単
堰
掛
下
邦
草
晴
ル
せ
崩
肝
航
獅
位
欺
数
対
靭
叫
靴
陸
婿
中一、
と
刑
爽
～で
あ
つ
た
と
見
え
て
、
書
中
に
、
七
末
夫
が
何
う
云
つ
た
斯
う
云
つ
た
、
と
い
Ａ
事
を
若
う
に
書
い
て
店
る
の
み
な
ら
ず
、
此
の
書
物
を
も
七
太
夫
に
見
せ
て
、
其
の
奥
肇
を
得
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
序
文
に
は
、
此
書
は
九
牛
の
一
宅
な
れ
ど
、
き
ヽ
ら
せ
し
こ
と
を
、
き
く
に
し
た
が
ひ
、
見
る
に
ま
か
せ
イ
）、
狂
言
の
外
を
も
、
少
々
苦
そ
へ
れ
ば
、
我
こ
そ
耐
代
も
か
け
わ
た
く
し
な
く
は
へ
ど
も
、
人
の
こ
ヽ
あ
知
う
が
た
く
て
、
七
太
夫
に
見
せ
侍
う
し
に
、
思
ひ
の
外
に
か
ん
じ
て
、
奥
譜
せ
ら
れ
、
護
人
に
立
れ
し
は
、
予
が
あ
い
ぼ
く
な
ら
ｒｉ
ギ
〔
れ推
　
無本　
雑
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（
野
々
村
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九
も/ヽ
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雑
　
岨
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戒
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）
薬  諭
青登
薙
窮
〓
八
と
見
え
、
七
大
夫
は
、
，右
之
書
物
、
令
一
慶
安
四
年
十
一
月
十
七
日
大
蔵
爾
右
衛
門
殿
「
童
子
草
」
は
、
以
上
の
如
さ
苦
物
で
あ
る
か
ら
、
若
し
そ
の
中
に
、
北
七
大
夫
に
開
す
る
記
事
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
確
賓
疑
な
さ
も
の
と
見
て
、
非
岡
は
な
い
か
と
は
去
し
此
の
書
物
は
、
全
部
五
好
に
な
つ
て
属
る
が
、
久
の
を
、
ヱ
Ｈ
ょ
う
上
手
四
座
之
分
」
の
篠
下
に
、
一、
工牲
大
夫
却鯉
雅
羅
麓
輯
と
あ
る
。
邸
ち
管
て
は
金
剛
の
大
夫
で
あ
つ
て
、
今
は
ほ
逃
し
て
居
る
事
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
似
我
興
左
衛
門
囲
氏
の
手
記
を
上
享
に
し
て
、
更
に
そ
れ
を
坤
柿
し
た
触
世
勝
右
衛
円
の
体
書
、「
四
座
役
者
目
録
」
及
び
「
近
代
四
座
彼
著
目
録
」
に
も
、
七
大
夫
に
就
“
て
の
所
兄
が
あ
る
。
即
ち
「
四
座
往
者
目
鋒
培
に
は
、
「
金
剛
大
夫
代
々
之
夫
竹
」
の
作
下
に
、
「
金
剛
七
大
夫
」
と
し
て
、
是
は
、
日
吉
卒
し
て
よ
う
、
安
子
右
京
は
、
幼
少
に
よ
う
て
、
喜
多
七
太
夫
、
金
剛
太
夫
に
な
る
。
今
の
右
京
に
能
を
お
南
し
、
後
今
剛
大
夫
を
た
し
、
又
喜
多
七
大
夫
と
云
ム
。
云
々
．
と
記
し
、
７
近
代
四
座
役
著
目
録
」
の
方
に
は
、
喜
多
七
大
夫
と
し
て
、
初
は
章
人
に
て
、
後
に
金
剛
太
夫
と
な
う
て
、
今
の
右
京
成
人
し
て
後
、
金
剛
太
夫
を
渡
し
、
幡
居
分
に
て
、
七
太
夫
と
な
る
。
扱
て
喜
多
と
再
び
名
告
れ
う
。
と
あ
つ
て
、
何
れ
も
、
七
太
夫
が
一
度
金
剛
太
夫
に
な
つ
た
事
を
認
め
て
居
る
。
「
喜
多
源
流
考
」
に
は
、
勿
論
此
の
記
事
に
も
魔
れ
て
は
置
い
た
が
、
他
に
比
の
記
事
を
裏
書
す
る
も
の
が
な
か
つ
た
か
ら
、
看
抱
の
事
賃
か
ら
、
か
う
し
た
談
だ
俸
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
、
と
い
ム
事
に
止
め
て
置
い
た
の
で
あ
る
。
然
一し
、
七
太
夫
自
ら
加
制
を
し
て
居
る
翌
皇
子
草
」
に
、
「
金
剛
の
隠
居
」
と
明
記
さ
れ
て
居
る
上
は
、
看
抱
の
事
ば
か
い
て
な
く
、　
一
時
金
剛
大
夫
と
な
つ
た
事
も
、
確
資
な
事
賃
と
認
む
べ
さ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
そ
こ
で
、
喜
多
が
、
配
営
米
を
ぼ
、
金
剛
と
一
帳
で
、
講
取
る
事
に
な
つ
て
居
る
事
も
、
音
肯
出
衣
る
し
、
又
金
剛
座
附
ソ
キ
師
高
安
太
郎
左
一徹
門
が
文
句
を
云
つ
た
斜
に
、
七
大
夫
も
金
剛
を
出
る
事
に
な
う
、
近
に
四
座
の
外
に
一
流
を
立
て
る
に
至
つ
た
筋
谷
も
、
女
た
音
肯
出
水
る
の
で
あ
る
。
著
者
不
詳
の
「
猿
突
笛
記
」
に
は
、
七
大
夫
義
、
元
藝
を
鼻
高
金
剛
に
留
て
、
上
手
と
な
る
を
以
て
、
金
剛
と
一
所
に
可
能
在
由
、
被
仰
付
、
同
居
す
。
数
年
の
浪
々
な
る
を
以
て
、　
一
世
一
代
の
勘
進
能
を
勤
む
べ
し
と
、
御
免
に
て
勤
之
、
千
雨
の
金
子
を
得
た
う
。
此
時
の
金
剛
は
若
輩
な
れ
ば
、
営
時
其
家
内
に
て
、
七
太
夫
盛
な
る
を
以
て
、
共
座
付
の
脇
師
高
安
太
郎
右
荷
門
に
は
、
金
剛
が
方
の
邪
魔
善
成
る
事
を
思
ひ
、
是
非
と
も
外
宅
せ
よ
と
い
軽
て
中
し
、
七
太
夫
を
外
四
一
れ確
　
鍛不
　
雑
　
粗
（
野
々
村
戒
三
）
能
　
拡本　
雑
　
姐
（
野
々
村
戒
三
》
左
の
奥
書
を
興
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。
覧
、
見
聞
所
、
無
相
違
、
不
種
卦
戚
、
致
加
判
者
也
ｃ
北
　
・七
　
太
一文
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四
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判
蘭
関
項
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ギ
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能
　
業
　
雑
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野
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戒
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四
二
へ
移
す
。
共
段
公
佳
よ
う
御
待
め
有
る
を
、
高
安
申
し
ひ
ら
き
た
り
ｏ
然
れ
ど
も
、
衆
ね
て
の
御
下
知
を
用
ゐ
ぎ
る
を
御
怒
う
に
て
、
三
百
俵
材
一配
分
可
仕
と
の
上
意
に
付
、
今
に
毎
年
式
百
佐
づ
ヽ
、
七
太
夫
方
へ
途
る
と
な
う
。
尤
も
高
安
か
ヽ
る
執
持
仕
候
事
、
不
調
と
な
う
と
、
御
切
米
百
石
の
内
、
四
沿
石
被
召
上
。
別
象
と
成
る
毛
は
、
金
剛
名
目
な
う
。
と
記
さ
れ
て
居
る
。
七
太
夫
が
鼻
金
剛
に
枕
い
て
能
を
寧
ん
だ
も
の
で
な
い
事
は
、
前
に
も
云
つ
た
通
う
で
、
然
も
勢
系
は
、
金
未
流
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
金
剛
太
夫
と
な
つ
た
の
は
、
全
く
金
剛
の
音
主
が
幼
主
で
あ
つ
た
容
め
、
共
の
取
立
て
を
す
る
と
い
よ
開
係
か
ら
で
、
七
太
夫
は
、
襲
に
於
い
て
も
名
人
で
あ
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
営
時
に
於
ぃ
て
は
、
唯
一
の
元
老
で
あ
う
、
又
金
春
も
、
金
剛
も
、
桐
じ
く
下
懸
う
で
あ
つ
た
か
ら
、
金
剛
の
幼
主
の
看
抱
と
い
去
喝
托
Ｌ
も
受
け
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
去
。
上
衆
陳
、へ
た
様
な
事
情
か
ら
、喜
多
流
は
金
剛
流
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
い
Ａ
俗
一得
を
も
生
じ
た
の
で
あ
つ
て
、
塾
っ
系
統
か
ら
云
へ
ぼ
、
金
剛
で
な
く
、
金
本
か
ら
出
た
も
の
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
二
、
日
架
の
面
で
．モ
「
世
阿
輛
十
六
部
集
」
の
枝
註
を
公
刊
し
た
時
に
、
私
は
↓
申
柴
談
像
」
、商
都
東
北
院
の
立
合
能
の
保
に
↓
蔭
涼
軒
国
鉄
」
の
記
事
を
資
料
と
し
て
、
奈
良
に
限
う
、
田
業
は
、
直
面
を
正
則
と
す
る
事
と
、
頭
註
を
加
へ
て
置
い
た
が
、「
大
乗
院
寺
泄
雑
事
記
」
を
見
る
と
、
長
敵
二
年
十
一
月
十
九
日
の
篠
に
、
夜
前
田
業
法
師
興
猿
築
喧
嘩
出
水
。
共
故
者
、
昨
日
後
日
猿
染
二
、
田
業
法
師
面
フ
ア
テ
了
。
猿
染
方
事
外
腹
立
。
物
一田
架
４
師
之
行
二
押
キ
、
色
々
及
問
答
。
彼
面
フ
召
出
テ
打
破
了
去
々
。
日
築
篠
々
失
面
目
丁
。
如
此
及
旺
吐
之
門
ぉ
安
専
長
舟
房
角
イ‐―‐
人
罷
出
庭
、
矢
エ
ァ
ク
ノ
テ
、
今
日
他
界
了
。
不
知
矢
主
云
々
。
賃
専
之
事
於
衆
中
者
、
随
分
ノ
用
人
也
。
不
便
々
々
。
と
見
え
、
口
三
年
二
月
五
国
の
條
に
は
、
於
新
身
衆
徒
集
官
在
之
。
四
座
猿
築
等
営
囲
中
之
出
頭
不
可
叶
。
随
見
谷
テ
可
任
法
之
出
、
三
島
二
加
下
知
云
々
。
切
自
今
回
薪
垂
之
。
去
年
若
宮
祭
溝
之
時
、
後
Ｈ
夕
方
法
架
典
回
契
噴
嘩
故
云
々
。
と
記
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
比
の
頃
は
田
突
も
面
を
使
用
し
て
居
た
に
違
ひ
な
い
。
猿
弊
一が
大
和
囲
選
去
の
命
令
を
受
け
た
の
は
、
無
論
興
頑
寺
巾
の
有
力
で
あ
つ
た
安
専
狂
死
の
事
が
、
主
な
理
由
で
あ
め
、
且
つ
喧
嘩
を
仕
掛
け
た
方
で
あ
つ
た
角
で
あ
ら
う
と
思
ム
が
、
若
し
口
染
に
面
の
使
用
を
禁
ず
る
事
が
、既
に
確
定
し
た
掟
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
か
く
ま
で
に
騒
握
を
大
さ
く
す
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
比
の
時
分
は
ま
だ
田
梁
も
面
を
使
つ
て
居
た
も
の
と
思
ム
。
然
し
、
猿
架
の
方
で
も
、
謂
は
れ
な
く
未
行
に
及
パ
筈
は
な
い
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
面
を
使
ム
と
か
、
又
そ
れ
を
使
用
さ
せ
な
い
と
か
、
云
つ
た
様
な
紛
絃
が
起
こ
っ
て
居
た
頃
の
事
で
は
な
い
か
と
思
ム
。
一二
、　
立里
　
　
　
子
。　
　
　
古
十
四
三
れ碓
　
披不
　
雑
　
迎
（
野
々
村
戒
三
）
能
　
数木
　
雑
　
舟
（
野
々
村
戒
一３
四
四
第
一
頃
に
引
用
し
た
翌
里
子
草
」
は
、
狂
言
に
開
す
る
文
献
中
ら
れ
て
居
る
も
の
で
、
別
名
を
配
日
語
抄
」
と
も
云
つ
て
居
る
。
し
に
な
つ
て
届
る
か
ら
で
、
序
言
に
も
、
此
百
批
　
苦
語
と
名
船
し
は
、
古
歌
に
、
よ
じ
あ
し
も
十
の
人
の
言
葉
の
み
、
書
績
け
た
る
物
語
な
う
．
と
見
え
、
そ
の
本
文
の
次
に
、
更
に
詳
識
を
逃
べ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
ス
翌
里
子
草
」
と
い
去
事
は
、
ス
ム
ま
で
も
な
く
、
主
蒙
の
手
び
さ
と
い
去
意
味
か
ら
で
、
序
言
に
は
、
比
苦
語
之
抄
物
を
五
郷
に
あ
て
、
母
の
除
の
上
に
て
も
、
讀
み
聞
か
せ
ヽ
心
づ
か
せ
ん
角
な
れ
ば
、
わ
ら
ん
ベ
草
と
名
づ
く
。
と
見
え
て
居
る
。
紹
て
八
十
九
箇
係
で
、
其
の
末
尾
に
は
、
右
之
一
那
、
管
て
予
が
心
匠
に
あ
ら
ず
、
先
考
道
倫
分
常
に
語
置
と
し
枢
要
を
、
あ
た
か
も
忘
れ
ず
詩
侍
る
。
予
五
抜
に
し
て
此
道
を
留
初
め
、
修
心
練
行
す
る
こ
と
、
抜
久
し
。
三
十
の
比
、
瓢
よ
う
印
可
威
放
を
と
う
、
そ
れ
よ
う
、
高
法
唯
一
心
の
道
理
を
卑
ぶ
と
い
へ
ど
，
性
不
敏
に
し
て
、
文
字
の
訓
を
も
知
ら
ず
ｏ
故
に
、
此
書
の
文
句
去
つ
ヽ
か
に
し
て
、
次
第
同
じ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
ヽ
家
業
の
術
は
、
代
々
名
人
と
呼
ば
れ
し
先
生
の
構
装
な
れ
ば
、
い
か
て
か
是
を
容
易
に
せ
ん
や
。
亀
産
も
差
あ
ら
ば
、
先
定
の
答
を
汚
さ
ん
こ
と
、
深
く
恐
る
ヽ
と
い
へ
ど
、
予
晩
年
に
及
び
、
子
孫
の
角
を
思
ひ
、
密
か
に
筆
端
に
あ
ら
は
す
。
後
世
自
家
に
英
才
の
人
わ
ら
ぼ
ヽ
歴
代
の
書
藩
を
規
姫
と
し
て
、
予
が
訳
う
を
改
め
ん
乙
と
を
請
ム
も
の
な
う
。
一慶
安
四
暦
辛
卯
病
洗
吉
辰
日
徒
元
祀
十
三
代
　
狂
言
大
夫
藤
原
氏
大
倉
爾
右
衛
門
の
抜
文
が
添
え
ら
れ
、
又
喜
多
流
旭
北
七
太
夫
長
能
の
開
讀
を
請
ひ
、
七
太
夫
の
加
判
が
附
せ
ら
れ
て
居
る
。
著
者
大
賦
開
右
衛
門
虎
明
は
、
■
言
大
蔵
流
十
三
代
目
の
大
夫
で
、
概
世
勝
右
衛
門
の
は
書
、「
四
座
役
者
目
錬
」
に
は
↓
今
ノ
大
蔵
爾
太
郎
爾
右
衛
円
卜
云
」
と
し
て
、
左
の
如
く
誌
さ
れ
て
居
る
。
道
倫
の
子
な
う
。
親
ょ
う
盛
小
者
に
て
、
藝
小
ま
え
な
う
。
三
番
三
舞
ふ
も
、
理
ょ
ぅ
劣
れ
う
。
去
う
な
が
ら
達
者
に
狂
言
せ
う
。
濯
之
丞
と
同
位
に
必
う
。
併
今
は
爾
右
衛
門
増
う
し
ゃ
う
に
、世
上
に
い
ム
。
此
雨
人
は
ヽ
ひ
い
き
／
ヽ
に
云
う
。
寛
文
二
壬
寅
正
月
に
果
た
う
。
な
ほ
翌
里
子
革
」
に
は
、
自
ら
各
種
の
免
許
を
取
つ
た
覺
と
し
て
、
左
の
如
く
陳
べ
て
居
る
。
ゆ
る
し
共
取
し
愛
　
　
，
駿
河
に
て
、
十
四
年
の
時
、
稽
古
い
た
し
、
石
ヽ
大
炊
よ
う
許
さ
れ
候
。
柳
生
喜
右
衛
門
↓
後
宗
心
と
云
。
兵
法
長
刀
。
柳
生
流
。
小
具
足
。
能
　
業
　
雑
大
橋
一
風
印
可
。
姐
（
野
々
村
式
三
）
、
最
も
新
道
の
雄
威
と
せ
ら
れ
、
秘
本
と
し
て
俸
ヘ
そ
れ
は
、
各
箇
保
と
も
、「
苦
人
云
々
」
と
い
よ
書
出
四
五
能
　
無不　
雑
　
俎
（
野
々
村
戒
三
）
一
、
取
手
。
　
　
　
　
同
期
。
一
、
種
ケ
島
小
簡
。
　
島
津
長
右
衛
円
。
一
、
あ
い
け
た
。
　
　
朝
比
奈
捕
太
郎
殿
。
一
、
馬
。
　
　
　
　
　
中
保
次
兵
衛
。
一
、
牛
弓
，　
　
　
　
朝
比
奈
次
兵
衛
。
一
、
軍
と
。
　
　
　
　
小
島
勘
兵
衛
殿
に
留
ぅ
一
、
源
氏
物
語
。
　
　
十
五
ケ
三
ケ
之
大
手
９
一
、
伊
勢
物
語
。
　
　
切
紙
樋
描
記
胎
血
の
大
手
。
一
、
郡
道
。　
　
　
　
苦
田
萩
原
衆
徒
公
勘
状
布
。
一
、
天
≧
。
　
　
　
　
慈
限
大
師
御
印
可
有
。
一
、
長
言
。
　
　
　
　
阿
字
親
迄
慈
限
大
師
御
相
佳
。
一
、
一ド
。　
　
　
　
　
永
不
寺
之
束
生
不
染
和
術
居
士
抜
。
一
、
法
華
。
　
　
　
　
日
遠
公
よ
う
大
居
士
抜
。
一
、
一狂
言
。
　
　
　
　
利
よ
う
印
可
勘
状
有
。
左
十
七
ケ
保
は
、
許
さ
れ
し
師
匠
の
名
護
文
し
る
し
有
。
其
外
天
皇
の
は
だ
か
の
沖
道
も
、
青
国
の
脩
正
よ
う
樺
技
す
。
此
外
密
ひ
し
事
共
多
く
布
し
か
ど
も
、
ゆ
る
さ
れ
濃
事
は
、
書
待
ら
ず
。
右
に
由
つ
て
、
本
書
の
著
者
が
よ
に
ど
多
塾
多
才
の
人
で
あ
つ
た
事
を
知
る
こ
と
が
出
本
る
。
本
書
の
内
容
に
は
、
狂
言
の
技
藝
そ
の
も
の
に
就
い
て
は
、
云
ネ
ま
で
も
な
く
、
能
及
び
狂
言
に
開
す
る
史
料
と
し
て
、
参
考
す
べ
き
も
の
が
、
少
く
な
い
。
今
左
に
そ
の
一
二
を
紹
介
す
る
事
と
す
る
。
貧
）
第
三
十
三
段
の
抄
に
、
営
代
北
七
大
夫
、
は
な
の
う
ち
に
鼻
た
け
出
本
、
鼻
に
入
る
言
な
ら
ず
。
然
る
を
、
弟
子
共
、
其
者
に
に
せ
る
人
々
、
今
に
あ
う
。
と
あ
る
が
、
北
七
大
夫
が
鼻
茸
を
患
つ
て
居
た
と
云
去
事
は
、
恐
ら
く
是
れ
が
唯
一
の
史
料
で
あ
ら
う
。
然
も
七
大
夫
が
名
人
で
あ
つ
た
事
は
、
別
項
に
、
七
太
夫
が
営
代
の
上
手
で
あ
る
所
か
ら
、
そ
れ
を
具
似
る
者
が
頻
る
多
い
、
と
云
つ
て
犀
一る
の
で
、
之
を
知
る
事
が
出
本
る
。
こ
ご
第
七
十
七
段
に
、
狂
言
の
面
の
事
を
記
し
て
、
狂
言
の
面
は
、
能
の
面
を
く
づ
し
た
る
な
り
、
笑
尉
を
の
ぼ
う
髭
に
し
、
曲
見
材
一ム
く
れ
に
な
ほ
し
、
大
鷹
見
を
、
武
悪
に
な
す
。
餘
は
是
に
同
じ
。
然
る
に
、
狂
言
の
面
と
て
、
い
か
し
く
片
一輸
な
ら
ば
、
不
減
言
に
て
よ
か
ら
ず
。
狂
言
の
面
に
、
作
あ
ま
た
あ
う
。
作
に
て
も
、
あ
し
き
は
徒
に
た
ヽ
ず
、
新
し
さ
に
て
も
、
狂
言
に
瓶
雁
、
尤
も
然
る
べ
し
。
大
か
た
藝
の
位
は
、
面
衣
装
の
と
う
合
に
て
も
知
る
べ
し
。
面
を
ふ
だ
ん
と
う
出
し
能
　
業
　
雑
　
俎
（
野
々
村
戒
三
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
四
六
能
　
楽
　
雑
　
池
（
野
々
村
、戒
三
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
見
て
、
面
の
心
を
し
る
も
の
な
う
。
と
い
ひ
、
抄
に
一
、
獲
髭
。
　
突
尉
の
く
づ
し
。
金
泰
小
面
と
同
じ
作
、
同
木
に
て
打
た
る
面
な
う
。
今
の
金
春
小
面
は
柳
な
う
。
の
ぼ
う
ひ
げ
、
我
等
家
相
停
の
は
給
の
木
、
子
細
日
偉
有
之
。
一
、
武
悪
。
　
大
療
の
く
づ
し
。
一
、
賢
徳
。
　
卒
大
の
く
づ
し
。
一
、
鼻
引
。
　
小
尉
の
く
づ
し
。
一
、
塗
郎
。
　
蛙
の
く
づ
し
。
一
、
又
五
郎
。
疫
男
の
く
づ
し
。
一
、
通
国
。
　
演
政
の
く
づ
し
。
一
、
乙
御
前
。
曲
見
の
く
づ
し
。
と
記
し
て
居
る
。
な
ほ
狂
百
面
作
者
と
し
て
、
野
ャ　
田
　
新
　
助
を
畢
げ
、「
秀
能
井
と
名
を
打
。
是
は
狂
言
面
打
」
と
、
註
し
て
居
る
の
も
、
注
意
す
べ
く
、
武
悪
に
、
猿
武
喜
、
中
ノ
川
武
悪
、
松
屋
武
悪
、
戒
園
武
悪
、
星
武
幕
、
庵
武
悪
、
大
武
悪
、
小
武
悪
。
な
ど
の
種
類
を
基
げ
セ
居
る
の
も
、
注
意
に
値
す
る
資
料
で
あ
る
。
倉
む
